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和
中
庵
は
三
代
藤
井
善
助
（
天
保
七
年

－

明
治
三
九  

一
八
三
六

－

一
九
〇
六
）
の
次
男
彦
四
郎
（
明
治
九
年

－

昭
和
三
一
年  

一
八
七

六
～
一
九
五
六
）
が
鹿
ヶ
谷
に
建
て
た
邸
宅
で
あ
る
。
藤
井
有
鄰

館
を
創
設
し
た
第
四
代
藤
井
善
助
（
明
治
六

－

昭
和
一
八  

一
八
七

三
一
九
四
三
）
は
彦
四
郎
の
三
歳
違
い
の
兄
で
あ
る
。

　

藤
井
彦
四
郎
は
、
明
治
九
年
に
三
代
目
藤
井
善
助
の
次
男
と
し

て
北
五
個
荘
村
宮
荘
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年

に
兄
が
家
督
を
相
続
し
て
第
四
代
藤
井
善
助
を
襲
名
し
た
が
（『
藤

井
善
助
と
有
鄰
館
』
近
江
商
人
博
物
館 

一
九
九
九
年  289.1/Fuj

）、
こ
の
彦

四
郎
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
明
治
三
二
年
に
は
分
家
を
し
て
お
り
、

早
く
も
明
治
四
二
年
に
は
藤
井
糸
店
を
創
業
し
て｢
ス
キ
ー
毛

糸
」
の
製
造
販
売
な
ど
で
成
功
を
お
さ
め
財
を
成
し
た
。
こ
う
し

た
彦
四
郎
の
事
績
は
『
藤
井
彦
四
郎
傳
』（
藤
井
彦
四
郎
伝
編
纂
委
員

会
編
刊　

一
九
五
九
年　

289.1/Fuj

）
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、

彦
四
郎
の
営
ん
だ
和
中
庵
に
到
る
ま
で
に
彦
四
郎
が
住
ま
わ
っ
て

き
た
家
に
つ
い
て
「
翁
の
住
居
」（『
藤
井
彦
四
郎
傳
』）
に
し
た
が
っ

て
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

三
代
善
助
は
、
近
江
屋
の
屋
號
を
持
ち
染
呉
服
や
織
物
の
卸
売

業
を
営
み
、
六
角
通
富
小
路
大
黒
町
に
支
店
を
持
っ
て
い
た
。
そ

し
て
明
治
二
〇
年
ご
ろ
内
外
服
会
社
を
起
し
て
絹
織
物
・
洋
服
生

地
の
製
造
販
売
を
は
じ
め
た
。
次
男
彦
四
郎
は
、
明
治
三
二
年
一

二
月
に
幼
名
磯
松
か
ら
彦
四
郎
と
改
名
し
ま
た
結
婚
も
し
た
が
そ

の
後
も
父
親
の
京
都
店
（
上
京
区
両
替
町
通
二
条
下
ル
金
吹
町
）
に
一
店

員
と
し
て
勤
め
、
こ
こ
で
寝
起
き
し
て
い
た
。
そ
の
後
明
治
三
五

年
に
西
陣
支
店
（
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
中
筋
上
ル
横
大
宮
町
）
が
出
来

て
か
ら
は
こ
こ
で
起
居
し
た
。
明
治
四
〇
年
一
月
に
は
長
兄
善
助

が
西
陣
支
店
か
ら
手
を
ひ
く
こ
と
と
な
り
彦
四
郎
が
独
立
営
業
を

す
る
こ
と
と
な
る
。
三
二
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
正
二
年
に
は
御
所
東
の
梨
木
神
社
付
近
で
借
家
に
、
さ
ら
に

そ
の
秋
に
は
岡
崎
広
道
の
森
本
氏
の
借
家
に
住
ん
だ
。
そ
し
て
大

正
三
年
七
月
に
は
吉
田
神
楽
岡
に
転
居
し
こ
こ
で
三
年
を
過
ご
し

た
。
こ
の
神
楽
岡
の
家
は
写
真
で
み
る
と
立
派
な
庭
を
持
つ
大
き

な
住
宅
で
あ
り
、
彦
四
郎
が
鹿
ケ
谷
和
中
庵
を
造
作
す
る
あ
る
ス

テ
ッ
プ
の
家
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
そ
し
て
大
正
五
年
五

月
に
は
川
越
新
四
郎
所
有
の
宅
地
二
〇
〇
坪
と
畑
約
一
〇
畝
、
そ

れ
に
地
続
き
の
岡
崎
宮
の
脇
町
の
平
安
牧
場
跡
（
現
在
の
東
天
王
町
）

を
買
い
入
れ
て
、
南
禅
寺
に
建
っ
て
い
た
家
屋
を
買
い
取
っ
て
平

安
牧
場
跡
に
移
築
し
て
こ
こ
に
住
ん
だ
。

旧
鹿
ケ
谷
修
道
院
　
和
中
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
村
敬
二
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吉田神楽岡の宅（『藤井彦四郎傳』より）

大正 2 年秋に住んだ岡崎広道の家（『藤井彦四郎傳』より）
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彦
四
郎
に
土
地
を
譲
っ
た
こ
の
川
越
新
四
郎
は
、
明
治
一
五
年

に
聖
衆
来
迎
山
禅
林
寺
（
永
観
堂
）
内
に
移
転
し
成
立
し
た
京
都
癲

狂
院
を
李
家
隆
彦
・
棚
橋
元
章
ら
と
共
同
経
営
し
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
京
都
癲
狂
院
は
、
明
治
八
年
に
槇
村
正
直
が
南
禅
寺
に
設
置

し
た
公
立
の
精
神
病
院
で
あ
る
。
そ
れ
が
財
政
難
に
よ
り
明
治
一

五
年
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
北
垣
國
道

京
都
府
知
事
が
永
観
堂
境
内
に
移
転
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
永
観
堂
内
の
私
立
京
都
癲
狂
院
も
明
治
一
八
年
に
は
川
越
新

四
郎
の
経
営
と
な
り
、
そ
の
後
二
代
目
の
川
越
直
三
郎
の
代
の
大

正
二
年
に
浄
土
寺
馬
場
町
に
川
越
病
院
と
し
て
移
転
し
開
院
し

て
い
る
（
小
俣
和
一
郎
『
精
神
病
院
の
起
源 

近
代
編
』 

太
田
出
版 

二
〇
〇
〇

年　

493.7/O
m

u

、「
近
代
日
本
精
神
医
療
史
研
究
会
」http://kenkyukaiblog.

jugem
.jp/?page=1&

m
onth=201102 

二
〇
一
二
年
一
月
五
日
検
索
）。
藤
井

彦
四
郎
は
大
正
五
年
五
月
に
こ
の
川
越
の
土
地
を
購
入
し
て
い
る

わ
け
だ
が
、
永
観
堂
と
こ
の
東
天
王
町
の
川
越
の
土
地
は
ほ
ど
近

く
、
こ
の
川
越
病
院
設
立
に
と
と
も
な
い
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ

た
そ
の
敷
地
（
屋
敷
地
か
）
を
売
却
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
推

測
さ
れ
る
。

  
こ
の
東
天
王
町
敷
地
の
庭
の
奥
に
は
白
川
が
流
れ
て
南
に
華
頂

山
、
北
に
黒
谷
、
東
に
大
文
字
と
、
格
好
の
住
宅
と
な
り
、
昭
和

二
年
暮
れ
に
和
中
庵
に
移
る
ま
で
の
一
〇
年
余
り
を
こ
こ
で
過
ご

し
た
。
そ
し
て
こ
の
岡
崎
宮
の
脇
町
の
邸
宅
よ
り
も
さ
ら
に
閑
静

岡崎東天王町の宅と同宅の離れ座敷（『藤井彦四郎傳』より）



二
八
〇

で
広
大
な
鹿
ヶ
谷
の
桜
谷
町
に
土
地
を
確
保
し
、
住
宅
を
営
む
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
滿
を
持
し
て
、
鹿
ヶ
谷
桜
谷
町
に

和
中
庵
を
営
む
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（『
藤
井
彦
四

郎
傳
』）。

　

こ
の
よ
う
に
彦
四
郎
が
鹿
ヶ
谷
の
桜
谷
町
に
土
地
を
確
保
し
、

和
中
庵
を
造
作
す
る
ま
で
の
こ
と
を
詳
し
く
記
し
た
の
も
、
当
時

の
岡
崎
・
南
禅
寺
地
域
や
、
北
白
川
小
倉
町
、
下
鴨
あ
た
り
の
、

疏
水
分
線
周
辺
の
宅
地
開
発
事
情
と
、
彦
四
郎
の
和
中
庵
造
作
を

対
照
し
て
み
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
明
治
二
三
年
に
敷
設
な
っ
た
琵
琶
湖
疏
水
本
線
お
よ
び

分
線
は
、
当
初
そ
の
流
域
を
水
車
動
力
に
よ
る
商
工
業
地
域
と
し

て
の
開
発
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
が
途
中
で
水
力

発
電
に
切
り
替
わ
る
こ
と
で
、
工
場
地
域
と
し
て
の
開
発
の
道
は

な
く
な
っ
た
。
こ
の
疏
水
流
域
の
地
域
に
つ
い
て
あ
ら
た
な
開
発

の
道
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
二
八
年
岡
崎
の
地
で
開

催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
京
都
の
近
代
化
の
道
筋

を
、
千
年
の
都
の
伝
統
京
都
に
あ
わ
せ
て
産
業
発
展
さ
せ
て
い
く

京
都
の
方
向
性
を
さ
だ
め
る
こ
と
と
な
り
、
鴨
東
地
域
が
い
っ
そ

う
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
こ
の
内
国
勧
業
博
覧
会

の
案
内
パ
ン
フ
や
『
風
俗
画
報
』
の
記
事
な
ど
で
は
き
ま
っ
て
市

電
（
京
電
）
が
走
る
背
景
に
大
文
字
を
ふ
く
め
た
東
山
の
山
並
み

が
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
こ
う
し
て
工
業
化
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
疏
水

の
流
域
地
域
は
、
伝
統
の
都
京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
別
荘
地
や
宅
地

開
発
の
道
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
四
〇
年
前
後
に
は
鐘
紡
子

会
社
の
日
本
絹
綿
紡
織
会
社
が
北
白
川
小
倉
町
に
土
地
を
確
保
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
紡
織
会
社
は
整
地
を
し
た
も
の
の
開
発

に
い
た
ら
ず
、
明
治
四
三
年
に
藤
井
善
助
の
関
西
倉
庫
株
式
会
社

が
買
収
す
る
。

　

大
正
七
年
四
月
、
京
都
市
は
周
辺
の
町
村
を
合
併
し
て
二
倍
以

上
の
市
域
を
持
つ
こ
と
と
な
る
が
、
大
正
八
年
に
は
都
市
計
画
法

が
公
布
と
な
っ
て
、
東
山
・
洛
北
地
域
は
住
宅
地
と
し
て
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
く
。
第
二
琵
琶
湖
疏
水
、
上
水
道
、
道
路
拡
幅
と

い
っ
た
三
大
事
業
に
よ
り
、
東
山
通
り
、
今
出
川
通
り
、
丸
太
町

通
り
な
ど
の
拡
幅
が
行
わ
れ
、
ま
た
仁
王
門
通
り
、
河
原
町
通
り

も
広
げ
ら
れ
て
市
電
も
延
伸
さ
れ
、
今
出
川
・
丸
太
町
通
り
の
東

に
あ
た
る
こ
の
鹿
ヶ
谷
な
ど
東
山
地
域
の
宅
地
開
発
の
素
地
が
で

き
る
こ
と
と
な
る
。
先
の
小
倉
町
の
土
地
開
発
に
対
し
て
の
東
京

側
資
本
の
共
同
経
営
の
申
し
出
を
断
っ
た
藤
井
善
助
は
、
大
正
一

四
年
日
本
土
地
商
事
株
式
会
社
を
設
立
し
て
小
倉
町
の
開
発
を
行

う
こ
と
に
な
り
大
正
一
四
年
一
一
月
分
譲
を
開
始
し
た
。
お
お
む

ね
百
坪
以
上
の
土
地
区
画
と
街
路
の
整
備
に
よ
り
閑
静
で
整
然
た

る
街
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
た
こ
の
小
倉
町
の
宅
地
開
発
は
、
下
鴨

地
域
な
ど
そ
の
後
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
町
づ
く
り
に
大
き
な
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影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
小
倉
町
よ
り
北
の
地
域
で
は
地
主
た

ち
に
よ
る
区
画
整
理
組
合
が
昭
和
の
は
じ
め
に
結
成
さ
れ
区
画
整

理
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
学
近
く
の
公
園
に
は
、
筆
者
が
確

認
し
た
限
り
で
三
カ
所
の
記
念
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
（
こ
の

宅
地
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
石
田
潤
一
郎
「
北
白
川
・
下
鴨
／
京
都

－

京
都
の

近
代
が
求
め
た
居
住
空
間
」、
矢
ケ
崎
善
太
郎
「
南
禅
寺
下
河
原
／
京
都

－

近
代

京
都
に
花
開
い
た
庭
園
文
化
と
数
寄
の
空
間
」
と
も
に
『
近
代
日
本 

の
梗
概
住

宅
地
』
鹿
島
出
版
会 

二
〇
〇
〇
年 
を
参
照
し
た
。
な
お
こ
の
東
山
界
隈
に
つ
い

て
は
、
二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
に
学
生
と
と
も
に
巡
覧
し
た
記
録
『
京
都
の

町
歩
き

－

東
山
山
麓
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』
に
ま
と
め
て
い
る
）。

　

さ
て
こ
う
し
た
京
都
の
町
の
近
代
化
と
宅
地
開
発
と
い
っ
た
時

代
背
景
を
確
認
し
た
う
え
で
、
藤
井
彦
四
郎
の
和
中
庵
造
成
に
も

ど
る
こ
と
と
し
た
い
。
大
正
一
五
年
彦
四
郎
は
、
ま
さ
に
満
を
持

し
て
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
が
、
大
文
字
の
す
そ
野
、
法
然
院
・

安
楽
寺
・
霊
鑑
寺
門
跡
に
続
く
鹿
ヶ
谷
桜
谷
町
の
土
地
一
万
数
千

坪
を
取
得
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
疏
水
流
域
地
域
の
宅
地
開

発
と
い
う
時
代
の
気
運
に
乗
っ
て
の
宅
地
造
成
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。

　

山
の
す
そ
野
で
あ
り
ま
た
広
大
な
敷
地
で
も
あ
っ
た
こ
の
土
地

を
開
発
す
る
の
は
大
変
な
労
力
を
費
や
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

で
も
根
が
建
築
好
き
の
彦
四
郎
で
も
あ
り
、
時
間
を
み
て
は
現
地

に
足
を
運
ん
で
指
示
を
与
え
て
い
る
。
大
正
一
五
年
三
月
一
七
日

和中庵の建築工事（『藤井彦四郎傳』より）
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二

か
ら
、
山
本
組
・
永
田
組
・
東
村
組
・
山
三
組
や
植
木
屋
ら
を
い

れ
て
、
彦
四
郎
の
陣
頭
指
示
の
も
と
、
工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
。

そ
し
て
本
邸
と
と
も
に
、
長
男
正
次
郎
・
次
男
繁
次
郎
・
分
家
栄

之
助
・
三
郎
ら
の
住
宅
も
建
築
し
た
。
本
宅
は
漢
学
者
長
尾
雨
山

が
「
中
庸
」
か
ら
と
っ
て
和
中
庵
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
住
宅
の

お
披
露
目
の
会
は
昭
和
三
年
四
月
一
三
日
に
執
り
行
わ
れ
て
い

る
。
和
中
庵
の
扁
額
は
こ
の
長
尾
雨
山
の
も
の
、
ま
た
木
堂
犬
養

毅
の
額
も
掲
げ
ら
れ
た
。
犬
養
毅
は
、
彦
四
郎
の
兄
四
代
藤
井
善

助
が
明
治
四
一
年
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
て
そ
の
政
治
家
時
代
に

出
会
い
、
師
と
仰
い
だ
人
物
で
あ
る
。
長
尾
雨
山
も
内
藤
湖
南
ら

と
と
も
に
有
鄰
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
助
言
を
与
え
た
人
物

で
あ
っ
た
。

　

山
裾
を
切
り
開
い
た
こ
と
も
あ
り
、
和
中
庵
か
ら
西
に
広
が
る

眺
め
は
天
下
一
品
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
東
山
か
ら
流
れ

出
る
水
は
清
ら
か
で
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
筆
者
が
学
生
の
頃
に

は
、
こ
の
和
中
庵
と
霊
鑑
寺
の
間
の
道
を
登
っ
た
鹿
ケ
谷
の
水
源

近
く
に
、
こ
こ
の
水
を
瓶
詰
し
て
売
る
た
め
の
工
場
が
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。そ
の
よ
う
に
こ
の
水
は
清
冽
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
流
れ
に
は
石
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
て
豊
里
橋
と
名
付
け
ら
れ

石
杭
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
た
。
ま
た
敷
地
内
に
は
桜
の
野
生
種
エ

ド
ヒ
ガ
ン
（
江
戸
彼
岸
）
の
大
木
が
あ
り
四
月
上
旬
に
は
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
（「
三
七 

左
京
区
〈
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
育
修

和中庵の正門と背景の東山（『藤井彦四郎傳』より）
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道
女
会
鹿
ケ
谷
修
道
院
〉
エ
ド
ヒ
ガ
ン
」『
京
都
市
の
保
存
樹V

ol.1

』
京
都
市
建

設
局
水
と
緑
環
境
部
緑
政
課
編　

平
成
一
四
年
）

　

和
中
庵
は
門
を
入
る
と
南
座
敷
と
洋
館
、
そ
の
東
に
渡
り
廊
下

か
ら
一
段
高
い
敷
地
に
奥
座
敷
が
続
く
。
こ
の
奥
座
敷
は
客
殿
と

よ
ば
れ
、
近
江
能
登
川
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（『
藤
井
彦

四
郎
傳
』）。
洋
館
の
一
階
南
側
の
半
円
形
の
ポ
ー
チ
と
、
室
内
の

セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
風
の
装
飾
の
あ
る
階
段
が
見
ど
こ
ろ
と
さ
れ
る

（
中
川
理
「
一
四
九 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
院
（
旧
藤
井
邸
・
和
中
庵
）『
京
都
市

の
近
代
化
遺
産　

近
代
建
築
編
』
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
財
保
護
課　

二
〇
〇

六
年　

323.162/kyo

）。

　

こ
の
和
中
庵
に
は
、
昭
和
三
年
二
月
に
彦
四
郎
の
父
三
代
善
助

の
銅
像
も
作
ら
れ
た
（
銅
像
は
『
藤
井
彦
四
郎
傳
』
に
掲
載
さ
れ
、
さ
ら

に
こ
の
銅
像
を
前
に
し
た
写
真
がN

otredam
e Goes to Japan 
に
載
る
）。
こ

こ
に
は
皇
族
も
来
訪
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
七
年
に
は
賀
陽
宮
恒
憲

王
殿
下
が
一
泊
し
、
ま
た
久
邇
宮
多
嘉
王
殿
下
も
訪
れ
た
。
こ
の

賀
陽
宮
は
夫
妻
で
も
来
ら
れ
て
幾
度
か
宿
泊
も
し
て
い
る
。
こ
の

皇
族
の
宿
泊
に
あ
た
っ
て
は
府
知
事
か
ら
の
依
頼
と
照
会
が
彦
四

郎
宛
に
な
さ
れ
て
い
て
、そ
の
文
章
が『
藤
井
彦
四
郎
傳
』に
載
る
。

そ
こ
に
は
、「
殿
下
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
、
頗
る
ご
満
悦
の
御
模

様
を
拝
察
候
」
と
か
、
妃
殿
下
同
伴
で
藤
井
邸
宿
泊
の
希
望
が
だ

さ
れ
、「
実
は
貴
邸
に
は
度
々
の
御
宿
と
て
御
迷
惑
と
存
じ
候
間
、

他
へ
御
変
更
の
御
意
見
を
申
上
候
も
、
殿
下
に
は
貴
邸
が
特
に
御

気
に
入
り
に
て
…
」
と
、
度
々
の
宿
泊
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

鹿
ケ
谷
の
邸
宅
が
こ
と
の
ほ
か
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と

れ
る
。

　

さ
て
こ
の
建
物
は
、
昭
和
二
四
年
、
藤
井
家
か
ら
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
教
育
修
道
女
会
へ
と
売
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
売
却
に

つ
い
て『
藤
井
彦
四
郎
傳
』で
は
、次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

終
戦
と
な
り
連
合
軍
の
占
領
政
策
に
つ
い
て
財
産
税
が
話
題
に

な
っ
た
。
多
く
の
財
産
を
有
し
て
い
た
者
は
い
さ
さ
か
狼
狽
の
体

で
あ
っ
た
が
、
彦
四
郎
は
な
ん
ら
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
財
産
税

の
申
告
に
あ
た
っ
て
は
減
額
の
申
告
を
し
た
り
隠
匿
を
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
と
言
い
渡
し
た
。
藤
井
家
の
状
態
は
売
却
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
境
涯
で
は
な
か
っ
た
が
、
彦
四
郎
は
未
練
を
残
す

こ
と
な
く
売
却
す
る
こ
と
と
し
た
。
彦
四
郎
は
、「
敗
戦
の
日
本

に
は
、
か
か
る
広
大
な
邸
宅
の
必
要
は
な
い
。
徒
に
広
大
な
邸
宅

を
遺
す
こ
と
は
子
や
孫
に
必
要
以
上
の
負
担
を
か
け
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
子
孫
が
、若
し
や
こ
れ
を
処
分
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、

祖
先
に
対
し
て
相
す
ま
ぬ
と
言
う
、
心
使
い
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
が
可
愛
想
で
あ
る
。
わ
し
が
建
て
て
、わ
し
が
処
分
す
る
に
は
、

ど
こ
に
も
遠
慮
は
い
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ

の
よ
う
に
し
て
和
中
庵
の
土
地
と
建
物
は
、
藤
井
家
か
ら
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
教
育
修
道
女
へ
と
売
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
売
却
の

具
体
的
な
次
第
は
、M

ary Eugenia Laker,

（
メ
リ
ー
・
ユ
ー
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ジ
ニ
ア
・
レ
イ
カ
ー
）N

otredam
e Goes to Japan  1988 

（BV
/3445.2/.L35/1988

）
に
回
想
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
す
こ
し

述
べ
て
お
く
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

昭
和
二
三
年
九
月
に
修
道
女
会
セ
ン
ト
ル
イ
ス
管
区
本
部
の
四

名
の
シ
ス
タ
ー
が
来
日
し
て
、
一
〇
月
に
京
都
で
い
く
つ
か
の
物

件
を
検
討
し
て
い
る
。
京
都
に
は
い
り
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
松
ヶ

崎
小
脇
町
一
七
の
メ
リ
ノ
ー
ル
女
子
修
道
会
（Convent of the 

M
aryknoll Sisters

）
に
身
を
寄
せ
た
。
こ
の
小
脇
町
は
小
竹
藪

町
の
西
隣
の
地
域
に
あ
た
る
。
こ
こ
に
滞
在
し
て
高
野
の
教
会
に

も
出
か
け
、
ま
た
京
都
の
町
を
散
策
し
、
大
学
な
ど
の
施
設
を
見

学
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
見
学
の
な
い
時
に
は
、
修
道
女

会
修
道
院
の
物
件
を
い
く
つ
か
当
た
っ
て
検
討
を
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
長
短
が
あ
り
、
な
か

な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
年
の
一
二
月
中
旬
に
、
よ

う
や
く
こ
の
、
東
山
の
西
の
す
そ
野
、
鹿
ヶ
谷
桜
谷
町
に
建
つ
日

本
家
屋
で
一
部
洋
館
か
ら
な
る
藤
井
彦
四
郎
の
和
中
庵
を
み
つ
け

る
。
価
格
の
問
題
で
成
り
行
き
は
し
ば
ら
く
不
透
明
だ
っ
た
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
の
仲
介
で
交
渉
が
進
展
し
て
い
っ
た
。
価
格

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
変
更
し
な
い
で
別
の
土
地
も
提
供
す
る
と

い
う
、
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
は
有
利
な
条
件
で
交
渉
が
成
立
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
数
日
前
に
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
和
中

庵
は
彦
四
郎
か
ら
引
き
継
が
れ
て
藤
井
家
の
兄
弟
姉
妹
の
持
ち
物

和中庵の門（Notredame Goes to Japan）より転載
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長尾雨山命名の和中庵扁額（Notredame Goes to Japan）より転載

木堂犬養毅の揮毫（Notredame Goes to Japan）より転載
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だ
っ
た
が
当
時
は
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
和
中
庵
の
門
に
は
大
き
な
扁
額
が
か
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は

「
和
中
菴
」
と
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
（H

ouse of Peace

）
を
知
っ

た
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
何
と
意
義
深
い
こ
と

か
、
と
大
い
に
喜
ん
で
い
る
。
母
屋
に
は
い
く
つ
か
の
部
屋
が
あ

り
、
ま
た
大
小
の
茶
室
も
あ
っ
た
。
素
敵
な
庭
に
は
大
き
な
石
が

配
置
さ
れ
、
客
殿
（Palace Room

）
の
前
に
ひ
と
つ
、
大
き
な

茶
室
の
前
に
同
じ
く
ら
い
大
き
な
石
が
ひ
と
つ
置
か
れ
、
も
う
ひ

と
つ
は
山
か
ら
流
れ
て
く
る
水
路
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
二
四
の
石
灯
篭
が
そ
こ
こ
こ
に
置
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま

に
工
夫
さ
れ
た
植
え
込
み
や
樹
木
も
美
し
い
も
の
だ
っ
た
。
大
き

な
茶
室
の
横
に
は
桜
の
木
が
植
わ
っ
て
い
て
、
自
然
の
美
し
さ
を

醸
し
出
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
桜
谷
町
の
名
前
の
由
来
の
よ
う

だ
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
も
っ
と
も
興
味
を
持
っ
た
も

の
、
そ
れ
は
藤
井
彦
四
郎
が
骨
董
店
で
購
入
し
た
美
術
品
な
の
だ

が
、庭
に
置
か
れ
た
額
（plaque

）
で
あ
り
意
味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
三
百
年
前
の
江
戸
時
代
、
キ
リ
ス
ト
者
に
対
す
る
禁

教
の
布
令
の
高
札
で
、
天
和
二
年
六
月
に
近
江
国
岡
田
で
の
布
令

で
あ
っ
た
。
藤
井
家
は
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
感
情
を
害
す
る
こ
と

を
恐
れ
て
除
去
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
彼
女
た
ち
の
希
望
で
、

そ
れ
を
贈
り
物
と
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
。
彼
女
た

ち
は
こ
の
高
札
を
特
別
な
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
大
切
に
ま
た
厳
重
に

保
存
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

簡
略
で
あ
る
が
こ
れ
が
、
こ
の
和
中
庵
が
建
築
さ
れ
た
事
情
お

よ
び
そ
れ
が
戦
後
す
ぐ
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
育
修
道
女
会
へ
と
譲

渡
さ
れ
た
次
第
で
あ
り
、
ユ
ー
ジ
ニ
ア
・
レ
イ
カ
ー
に
よ
る
和
中

庵
の
印
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
藤
井
彦
四
郎
が
建
て
た
こ

の
鹿
ケ
谷
桜
谷
町
の
和
中
庵
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
育
修
道
女
会

が
買
い
受
け
、
そ
の
南
の
敷
地
に
は
昭
和
二
七
年
に
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
女
学
院
中
学
校
が
、
翌
年
に
は
高
等
学
校
が
開
校
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊


